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反
対
討
論

（
山
下
由
美
議
員
）

神
河
緑
地
公
園
整
備
工
事
の

契
約
の
締
結

平
成
23
年
度
宍
粟
市
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
23
年
度
宍
粟
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
23
年
度
宍
粟
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

賛
成
討
論

（
西
本
諭
議
員
）

反
対
討
論

（
山
下
由
美
議
員
）

平
成
23
年
度
宍
粟
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

市
道
の
認
定

大
字
及
び
字
の
区
画
の
変
更

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
宍
粟
市
か
ら
１１
名
委
嘱
さ
れ
て
い

る
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
千
種
町
の

１
名
の
委
員
が
来
年
３
月
末
で
任
期

切
れ
と
な
る
た
め
、
同
じ
千
種
町
の

木
原
朗
氏
の
推
薦
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

　
山
崎
町
青
木
地
区
の
県
営
ほ
場
整

備
事
業
が
完
成
に
近
づ
き
、
来
年
３

月
の
換
地
処
分
登
記
に
あ
た
り
、
従

来
の
地
形
が
大
幅
に
変
更
に
な
る
た

め
、
そ
の
大
字
と
字
に
つ
い
て
区
画

の
形
状
に
合
わ
せ
て
変
更
す
る
も
の
。

　
山
崎
町
与
位
自
治
会
よ
り
申
請
の

あ
り
ま
し
た
４
路
線
に
つ
い
て
、
市

道
間
を
連
絡
す
る
生
活
道
路
と
し
て

認
定
す
る
も
の
。

主
な
も
の
は

・
神
河
中
学
校
跡
地
利
用
の
緑
地
公

園
整
備
事
業
に
つ
い
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
精
査
、
進
入
路
等
の
事
業
費
の

変
更
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
の
変
更

・
高
度
情
報
化
通
信
事
業
に
お
い
て

移
設
等
で
新
た
に
必
要
と
な
る
光
ケ

ー
ブ
ル
工
事
費
の
増
額

・
上
下
水
道
料
金
の
見
直
し
に
伴
い

高
齢
者
世
帯
等
の
負
担
軽
減
を
図
る

助
成
制
度
を
創
設
し
た
こ
と
に
よ
る

経
費
の
計
上

・
来
春
の
学
校
規
模
適
正
化
に
よ
る

千
種
小
学
校
へ
の
移
行
に
伴
う
電
算

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
の
計
上

・
児
童
、
生
徒
数
の
減
少
に
対
し
て
、

効
率
的
な
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

図
る
べ
く
、
一
宮
給
食
セ
ン
タ
ー
と

波
賀
給
食
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
一
宮

給
食
セ
ン
タ
ー
に
集
積
し
、
実
施
す

る
こ
と
の
検
証
を
本
格
的
に
行
え
る

食
器
、
食
缶
の
購
入
や
食
缶
洗
浄
施

設
の
改
修
経
費
の
計
上

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
機
能
集
積

に
対
し
、
波
賀
町
の
半
数
を
超
え
る

市
民
か
ら
嘆
願
書
が
出
さ
れ
、
そ
れ

に
対
し
市
長
が
懇
談
会
を
開
催
し
、

そ
の
結
論
を
出
さ
ぬ
ま
ま
、
同
時
に

そ
の
た
め
の
補
正
予
算
を
計
上
す
る

の
は
お
か
し
く
、
出
す
べ
き
で
は
な

い
。

　
子
ど
も
達
に
安
全
で
安
心
な
給
食

を
提
供
す
る
た
め
の
補
正
で
あ
り
賛

成
。

反
対
者
・
・
・
山
下
、
岡
前
、
山
根

の
３
議
員

　
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
、
高

額
療
養
費
等
の
精
査
に
よ
る
増
額
。

　
介
護
認
定
件
数
の
増
に
伴
う
関
連

経
費
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
精

査
等
に
よ
る
増
額
。

　
落
雷
に
よ
る
機
器
の
罹
災
に
対
応

す
る
修
繕
費
の
増
額
。

　
旧
神
河
中
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は

平
成
１９
年
度
よ
り
岸
田
多
目
的
広
場

と
し
て
市
民
の
健
康
増
進
や
世
代
を

超
え
て
共
に
楽
し
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
活
用

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
広
場
を
さ

ら
に
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
広
く
市

民
が
安
心
し
て
憩
え
る
場
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
市
民
の
参
画
を
得
て

緑
地
公
園
整
備
等
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
検
討
し
た
結
果
、
全
面
芝
生

化
し
た
広
場
を
中
心
と
し
た
緑
地
公

園
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
、

契
約
金
額
１
億
３
千
万
円
余
り
で
工

事
契
約
の
締
結
を
す
る
も
の
。

　
検
討
委
員
会
で
協
議
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
評
価
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
検

き
は
ら
あ
き
ら
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宍
粟
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
23
年
度
宍
粟
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

戸
原
小
学
校
屋
内
運
動
場
及
び
プ
ー

ル
改
築
工
事
請
負
契
約
の
変
更

討
中
で
あ
り
、
発
注
段
階
で
は
な
く

反
対
。

　
検
討
委
員
会
で
十
分
協
議
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
も
検
討
さ
れ
て
い
く
姿
勢

で
あ
り
、
賛
成
。

反
対
者
・
・
・
山
下
、
岡
前
、
山
根

の
３
議
員

　
こ
の
工
事
に
つ
い
て
は
本
年
３
月

議
会
で
議
決
し
た
も
の
で
す
が
、
車

椅
子
を
使
用
す
る
児
童
に
配
慮
し
て

渡
り
廊
下
に
新
た
に
ス
ロ
ー
プ
を
設

け
る
た
め
、
ま
た
門
扉
周
辺
の
改
修

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
た
め
増
額
す

る
も
の
。

　
ご
み
収
集
運
搬
業
務
に
つ
い
て
は

平
成
２４
年
度
か
ら
実
施
す
る
可
燃
ご

み
、
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
等
か
ら

資
源
ご
み
を
分
別
す
る
収
集
方
法
へ

の
変
更
や
収
集
エ
リ
ア
区
分
の
変
更

に
伴
い
、
分
別
収
集
開
始
の
４
月
１

日
以
前
に
相
応
の
準
備
が
必
要
と
な

る
た
め
、
４
年
間
の
契
約
を
行
え
る

よ
う
、
平
成
２６
年
度
ま
で
の
債
務
負

担
行
為
を
計
上
す
る
も
の
。

※
債
務
負
担
行
為
と
は
、
契
約
等
で

発
生
す
る
債
務
の
負
担
を
設
定
す
る

行
為
で
、
そ
の
時
点
で
は
歳
出
の
予

定
が
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

歳
出
予
算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

―
次
の
議
案
に
つ
い
て
は
否
決
さ
れ

ま
し
た
ー

　
当
議
案
は
６
月
定
例
議
会
で
岡
前

治
生
議
員
か
ら
発
議
の
あ
っ
た
施
設

利
用
料
金
の
軽
減
を
求
め
る
議
案
が

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
賛

成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

賛
成
者
・
・
・
木
藤
、
伊
藤
、
山
下
、

岡
前
、
山
根
、
大
上
の
６
議
員

　
平
成
２２
年
度
１３
会
計
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
は
、
９
月
議
会
で
特
別

委
員
会
を
設
け
、
６
日
間
の
審
査
の

上
、
１３
会
計
全
て
に
お
い
て
全
会
一

致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
（
本
会
議

に
お
い
て
は
一
般
、
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
、
介
護
保
険
事
業
の
３
会
計

は
賛
成
多
数
で
可
決
）

　
特
に
財
政
の
健
全
化
、
滞
納
問
題
、

少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
に
議
論
が
集

中
し
、
今
後
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

賛
成
討
論

（
大
倉
澄
子
議
員
）

平
成
22
年
度
13
会
計
に
対
す

る
決
算
報
告
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総
務
文
教

　
　
常
任
委
員
会

　
１０
月
か
ら
１２
月
末
ま
で
に
８
回

の
委
員
会
と
行
政
視
察
を
行
い
、

所
管
に
か
か
る
議
案
審
査
・
事
務

調
査
等
を
行
い
ま
し
た
。

○
行
政
視
察

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
今
年

度
の
行
政
視
察
の
テ
ー
マ
を
「
幼
保

一
元
化
」
と
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

に
し
ぼ
り
１０
月
２６
日
と
２７
日
に
広
島

県
世
羅
郡
世
羅
町
と
高
知
県
高
岡
郡

梼
原
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

広
島
県
世
羅
郡
世
羅
町

　
世
羅
町
で
は
、
「
認
定
子
ど
も
園

　
私
立
め
ぐ
み
幼
稚
園
・
保
育
園
の

運
営
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
、
世

羅
町
子
育
て
支
援
課
並
び
に
「
世
羅

め
ぐ
み
認
定
こ
ど
も
園
」
の
副
理
事

長
、
園
長
に
も
出
席
を
い
た
だ
き
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
世
羅
町
は
広
島
県
の
中
東
部
に
位

置
し
、
平
成
１６
年
に
３
町
合
併
で
新

町
と
な
り
、
人
口
１
７，
９
８
４
人
、

面
積
２
７
８．
２
９
　
の
比
較
的
宍
粟

市
と
似
通
っ
た
山
間
の
町
で
あ
り
ま

す
。
　

　
世
羅
町
は
公
立
幼
稚
園
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
、
世
羅
町
保
育
所
再
編
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
公
立
保
育
所
１３
施
設
を

５
保
育
所
１
分
園
に
平
成
２１
年
か
ら

再
配
置
し
、
ま
た
、
「
世
羅
め
ぐ
み

認
定
こ
ど
も
園
」
に
つ
い
て
は
、
平

成
２０
年
に
私
立
幼
稚
園
を
開
設
し
、

２１
年
に
保
育
園
を
開
所
し
、
幼
保
連

携
型
の
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
世
羅
め
ぐ
み
認
定
こ
ど
も
園
は
、

明
る
く
ま
と
ま
っ
た
施
設
で
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
充
分
な
保
育
士
の

も
と
運
営
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
集

団
が
小
規
模
で
は
限
界
が
あ
り
、
一

定
規
模
以
上
に
な
る
と
教
育
・
保
育

効
果
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
教
育
環
境
は
時
代
の
先
端
を
行
く

く
ら
い
の
改
善
が
政
治
の
役
目
と
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

高
知
県
高
岡
郡
梼
原
町

　
高
知
県
梼
原
町
は
、
高
知
県
の
中

西
部
に
位
置
し
、
日
本
三
大
カ
ル
ス

ト
の
一
つ
で
あ
る
四
国
カ
ル
ス
ト
に

抱
か
れ
た
人
口
３，
８
５
３
人
、
面

積
２
３
６
　
、
高
齢
化
率
４０
％
、
９

割
が
山
林
で
占
め
る
山
間
の
町
で
す
。

　
梼
原
町
は
、
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

て
お
り
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
施
設
が
町

内
各
所
に
設
置
さ
れ
、
現
在
、
町
内

で
使
う
電
気
の
２
割
を
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
町

内
で
使
う
電
気
全
て
を
賄
う
だ
け
で

な
く
、
町
外
へ
も
電
気
を
供
給
で
き

る
町
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
平
成
１１

年
度
に
標
高
１，
３
０
０
ｍ
の
四
国

カ
ル
ス
ト
台
地
に
デ
ン
マ
ー
ク
製
の

風
車
２
基
を
４
億
４
千
５
百
万
円
を

か
け
設
置
し
、
四
国
電
力
へ
約
３
千

５
百
万
円
で
売
電
し
て
い
ま
す
。
売

電
収
入
に
つ
い
て
は
、
「
か
ざ
ぐ
る

ま
環
境
基
金
」
と
し
て
に
修
繕
費
を

除
い
た
純
利
益
を
積
み
上
げ
こ
の
基

金
か
ら
間
伐
補
助
や
個
人
住
宅
へ
の

補
助
と
し
て
い
ま
す
。

　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
昭
和

４４
年
に
約
６
ｍ
の
落
差
の
小
水
力
発

電
所
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
１
秒
間

に
１.２
ト
ン
を
取
水
、
最
大
出
力
５３
kw

・
昼
間
は
隣
の
小
中
一
貫
校
の
梼
原

学
園
（
小
学
校
・
中
学
校
）
へ
供
給

し
、
夜
間
は
町
中
の
街
路
灯
８２
基
に

供
給
し
て
い
ま
す
。
余
っ
た
電
力
は

四
国
電
力
へ
売
電
し
、
梼
原
学
園
の

使
用
電
力
の
９０
％
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

　
個
人
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
設
置

の
補
助
に
つ
い
て
は
、
４
kw
を
上
限

に
１
kw
当
た
り
２０
万
円
、
最
高
で
８０

万
円
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効

利
用
で
森
林
組
合
が
製
材
所
で
出
た

端
材
を
使
っ
て
製
品
と
な
る
木
材
の

乾
燥
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
を
梼

原
町
、
矢
崎
総
業
、
高
知
県
な
ど
で

共
同
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
地
熱
の
利
用
や
間
伐

材
を
ペ
レ
ッ
ト
工
場
へ
持
ち
込
む
と

ト
ン
当
た
り
４
千
円
で
買
っ
て
も
ら

え
る
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　
梼
原
町
は
行
政
方
針
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
明
示
し
、
そ
れ
に
沿
っ
た

交
付
金
を
国
県
に
求
め
、
そ
の
発
電

施
設
等
か
ら
得
る
収
入
を
町
民
に
間

伐
等
の
補
助
金
と
し
て
循
環
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
環
境
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
梼
原
町
が
提
出
し
た
提
案

書
が
高
く
評
価
さ
れ
「
平
成
２１
年
度

に
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
の
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

世羅めぐみ認定こども園

高知県檮原町議会

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

Km2

Km2

せ
　
ら

は
ら

ゆ
す
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株式会社水口テクノス

株式会社水口テクノス

北はりま消防本部

　
１０
月
か
ら
１２
月
末
ま
で
に
５
回

の
委
員
会
と
行
政
視
察
を
行
い
、

所
管
に
か
か
る
議
案
審
査
・
事
務

調
査
等
を
行
い
ま
し
た
。

○
行
政
視
察

加
東
市
　
北
は
り
ま
消
防
本
部

　
平
成
２３
年
８
月
２５
日
、
第
５
回
西

播
磨
地
区
消
防
広
域
化
検
討
会
議
に

お
い
て
、
赤
穂
市
よ
り
脱
会
の
申
し

出
が
あ
り
、
４
市
３
町
に
よ
る
消
防

広
域
化
に
つ
い
て
は
、
一
旦
白
紙
と

な
り
ま
し
た
が
、
宍
粟
市
に
お
き
ま

し
て
も
今
後
の
消
防
広
域
化
問
題
や

消
防
本
部
の
所
在
地
を
め
ぐ
っ
て
の

検
討
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
の
た
め

に
、
平
成
２３
年
４
月
１
日
に
設
立
し

ま
し
た
「
北
は
り
ま
消
防
本
部
」
へ

行
政
視
察
し
ま
し
た
。

　
北
は
り
ま
消
防
本
部
よ
り
、
消
防

本
部
の
所
在
地
を
め
ぐ
っ
て
、
当
初

５
市
１
町
か
ら
３
市
１
町
に
な
っ
た

経
緯
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
北
は
り
ま
消
防
本
部
が
、
広
域
化

を
決
断
し
た
理
由
と
し
て
は
、
小
規

模
な
消
防
で
は
、
テ
ロ
や
大
規
模
災

害
に
対
応
で
き
な
い
し
、
財
政
力
が

弱
く
、
庁
舎
、
指
令
台
や
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
対
応
、
車
両
等
の
更
新
が
で

き
な
い
な
ど
、
単
独
で
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

県
か
ら
消
防
広
域
化
の
組
合
せ
素
案

の
提
示
を
受
け
、
そ
れ
に
伴
う
財
政

支
援
措
置
を
活
用
し
、
再
編
統
合
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
が
活
か
せ
る
部
分
も
多
い
た
め
、

高
い
水
準
の
消
防
サ
ー
ビ
ス
を
住
民

に
提
供
す
る
必
要
性
等
か
ら
広
域
化

を
決
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
よ
り
、
広
域
化
し
た
こ

と
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
っ
た
の

か
と
質
問
し
ま
し
た
ら
、
特
に
何
も

な
い
と
の
回
答
で
し
た
。
今
後
は
、

首
長
ら
の
協
議
で
、
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

甲
賀
市
　
株
式
会
社
　
水
口
テ
ク

ノ
ス

　
滋
賀
県
甲
賀
市
は
、
平
成
１２
年
１

月
に
県
下
市
町
村
で
初
め
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
）
を
認
証
取
得
し
、
省
エ

ネ
、
省
資
源
を
始
め
、
事
業
全
般
に

わ
た
り
環
境
配
慮
の
施
策
を
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
対
策
に
つ
い
て
も
、
住
民
の

協
力
を
得
な
が
ら
細
か
い
分
別
収
集

も
行
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
家
庭
の
ゴ
ミ
の
組
成
を
見
直
し

ま
し
た
。

　
そ
の
約
４
割
が
生
ゴ
ミ
で
あ
っ
た

た
め
、
「
株
式
会
社
　
水
口
テ
ク
ノ

ス
」
と
協
働
に
よ
り
、
生
ゴ
ミ
を
堆

肥
化
し
、
土
に
戻
す
こ
と
で
、
ゴ
ミ

の
減
量
化
が
図
ら
れ
か
つ
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の

発
生
を
抑
制
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対

策
に
も
有
効
で
あ
り
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
構
築
の
一
つ
と
考
え
、

そ
こ
で
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
の
堆

肥
化
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

平
成
２３
年
３
月
末
現
在
で
は
、８，
３

０
０
を
超
え
る
世
帯
が
、
こ
の
取
り

組
み
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
施
設
及
び
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

事
業
主
体
は
甲
賀
市
で
す
が
、
運
営

は
民
間
業
者
に
全
て
委
託
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
従
っ
て
堆
肥
化
施
設
や
、

そ
れ
に
付
随
す
る
設
備
等
は
全
て
委

託
会
社
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　堺
市
　
環
境
モ
デ
ル
都
市

　
堺
市
は
、
平
成
２１
年
１
月
２３
日
に

モ
デ
ル
都
市
の
認
定
を
受
け
て
お
り
、

住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

普
及
拡
大
や
設
置
者
へ
の
助
成
等
の

経
済
的
支
援
を
軸
に
、
太
陽
光
発
電

の
普
及
拡
大
に
向
け
た
様
々
な
仕
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
内
容
の
説
明
を
受
け
、
宍

粟
市
に
お
い
て
も
、
今
後
の
環
境
に

対
す
る
意
識
を
市
民
、
企
業
、
そ
し

て
行
政
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

民
生
生
活

　
　
常
任
委
員
会

か

こ
う
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１０
月
か
ら
１２
月
末
ま
で
に
５
回

の
委
員
会
と
行
政
視
察
を
行
い
、

所
管
に
か
か
る
議
案
審
査
・
事
務

調
査
等
を
行
い
ま
し
た
。

○
行
政
視
察

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町

　
邑
南
町
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お

と
り
よ
せ
サ
イ
ト
「
み
ず
ほ
ス
タ
イ

ル
」
を
運
営
さ
れ
、
食
を
切
り
口
に

し
た
産
業
振
興
を
め
ざ
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
町
独
自
で
実
施
さ
れ
て
い
る

特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
員
に
は

有
名
人
を
起
用
す
る
な
ど
、
外
に
向

け
た
話
題
を
作
り
販
路
を
広
げ
て
い

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
外
部
か
ら
全

国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
講
師
を
招
い
て
、

生
産
者
を
対
象
に
講
習
会
等
を
開
い

て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生

産
者
の
意
識
を
高
め
、
生
産
か
ら
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
販

売
戦
略
ま
で
幅
広
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習

得
し
育
成
を
図
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

当
初
、
観
光
協
会
で
運
営
し
て
い
た

サ
イ
ト
は
、
道
の
駅
に
運
営
を
委
託
、

軌
道
に
乗
っ
た
現
在
は
、
農
協
に
委

託
し
、
年
間
３
千
万
円
を
売
り
上
げ

て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
商
品
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
道

の
駅
で
も
取
り
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
え
て
Ａ
級
グ
ル
メ
を
取

り
上
げ
、
小
ロ
ッ
ト
の
商
品
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
て
売
り
出
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
食
の
担
い
手
を
育
成
す
る
事

業
で
、
シ
ェ
フ
や
パ
テ
シ
エ
、
ソ
ム

リ
エ
な
ど
の
料
理
人
を
誘
致
し
、
地

産
地
消
９０
％
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー

プ
ン
さ
れ
、
３
年
を
か
け
て
食
の
人

材
育
成
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

島
根
県
雲
南
市

　
雲
南
市
で
は
３
つ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

大
き
な
目
的
は
ま
ち
づ
く
り
施
策
で

あ
り
、
そ
の
中
に
産
業
施
策
や
観
光
、

教
育
施
策
等
が
あ
り
ま
す
。
合
併
に

よ
り
市
全
体
が
一
体
感
を
持
つ
よ
う

設
置
し
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
り
、
政
策
推
進
課
、
産

業
振
興
課
、
教
育
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
ち

全
体
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
地
域
資
源

を
し
っ
か
り
守
り
育
て
る
、
人
の
輪

の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を

大
切
に
し
、

「
市
民
の

一
体
化
」

に
重
点
を

置
か
れ
て

い
ま
す
。

　
映
画
製

作
や
写
真

集
発
行
、

バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、
商
店
街
全
体

を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、
里
山
再
生
、

職
業
体
験
、
市
内
で
栽
培
が
盛
ん
な

ト
ウ
ガ
ラ
シ
や
ニ
ン
ニ
ク
を
活
用
す

る
ス
パ
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域

の
材
料
で
お
菓
子
を
作
る
ス
イ
ー
ツ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
様
々
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
市
役
所

の
産
業
振
興
課
の
内
室
と
し
て
設
置

さ
れ
、
課
の
職
員
が
併
任
さ
れ
て
い

ま
す
。
産
業
創
出
プ
ロ
デ
ィ
ー
サ
ー

と
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、

地
場
産
業
振
興
の
た
め
の
技
術
開
発
・

市
場
開
拓
、
交
流
、
経
営
、
起
業
、

誘
致
等
の
情
報
発
信
や
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
、
機
会
提
供
、
営
業
活
動
を
行

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
農
商
工
連
携
協
議
会
は
、
市
長
が

会
長
と
な
っ
て
協
議
会
を
設
立
さ
れ
、

農
商
工
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
、
食
品

産
業
等
の
商
工
業
と
農
業
の
異
種
交

流
会
で
地
元
の
食
材
を
地
元
で
使
う

こ
と
を
め
ざ
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
団

体
か
ら
の
参
加
が
原
則
で
、
手
あ
げ

方
式
で
参
加
す
る
い
く
つ
か
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
あ
り
、
成
果
を

上
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　　
２
つ
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
視

察
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
政
の

発
展
に
は
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が

大
切
で
あ
り
、
市
民
一
体
と
な
っ
た

ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
市
の
外
に
向
け
て
の

発
信
ば
か
り
で
は
な
く
、
ま
ず
は
市

内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
人
に
情
報
を

発
信
、
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

　
県
が
姫
路
市
内
に
総
事
業
費
４２
億

円
を
か
け
て
建
設
し
て
い
る
職
業
能

力
開
発
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
平
成
２３
年
４
月
に
供
用
開
始
し
た

教
育
研
修
施
設
は
、
次
世
代
を
担
う

人
材
育
成
、
匠
の
後
継
者
育
成
、
技

能
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
在
職
者
訓
練
な

ど
を
行
う
施
設
で
、
第
１
期
生
１
９

０
人
が
入
校
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２５
年
４

月
供
用
開
始
予

定
の
体
験
施
設

は
中
学
生
を
主

対
象
と
し
た
も

の
づ
く
り
体
験

を
通
し
て
職
業

教
育
の
一
翼
を

担
う
施
設
で
、

今
秋
建
築
着
工

さ
れ
ま
し
た
。

　
学
卒
者
・
求
職
者
向
け
職
業
訓
練

は
、
住
宅
系
専
科
、
金
属
系
専
科
、

機
械
系
専
科
、
も
の
づ
く
り
基
礎
科
、

短
期
コ
ー
ス
（
キ
ャ
ド
・
パ
ソ
コ
ン
）

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
募
集
し
て
い
く

コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
　

　
前
身
と
な
っ
た
高
等
技
術
専
門
学

院
の
就
職
率
は
、
平
成
２２
年
度
で
８３.９

％
で
す
。

島根県雲南市での視察

ものづくり大学校

産
業
建
設

　
　
常
任
委
員
会
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産
業
部
長

産
業
部
長

教
育
長

教
育
長

行
財
政
改
革
の
早
期
実
現
を

一
層
の
努
力
を
し
た
い

光風会代表

伊藤　一郎

こ
ど
も
園
の
労
務
管
理
は

協
議
会
が
出
来
れ
ば
協
議
す
る

市民クラブ政友会代表

むつみ園（波賀町）

市
長

市
長

福嶋　斉

問問

問

山の学校（山崎町）

市
長

市
長

問問

問

　
経
済
状
態
が
低
迷
、
悪
化
す
る
中
で
、

将
来
の
担
い
手
に
な
る
子
ど
も
達
や
若

者
に
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
た
め
に
行

財
政
改
革
は
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。

業
務
の
効
率
化
な
ど
財
政
健
全
化
を
目

指
し
、
全
市
民
の
た
め
に
、
統
合
な
ど

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
は
早
急

に
実
行
に
移
す
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
　
宍
粟
市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
２０

％
で
す
。
妨
げ
に
な
る
よ
う
な
事
柄
は

な
い
で
す
か
。

　
　
　
早
期
健
全
化
基
準
で
あ
る
２５
％

を
超
え
る
と
議
決
を
要
す
る
財
政
健
全

化
計
画
や
財
政
再
生
計
画
の
作
成
が
必

要
と
な
る
が
、
現
在
で
は
大
き
く
妨
げ

に
な
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
　
管
理
職
は
各
業
務
の
効
率
化
を
図

り
、
超
過
勤
務
手
当
の
削
減
を
す
べ
き

で
す
。
現
在
取
組
ん
で
い
る
こ
と
、
今

後
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

各
部
、
各
課
に
お
い
て
横
の
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
手
当
予
算
総
額
の
抑
制
と
、
今

年
度
よ
り
終
礼
の
実
施
で
業
務
の
内
容

を
把
握
し
時
間
外
勤
務
の
明
確
化
に
よ

り
効
率
化
に
取
組
み
、
各
部
、
各
課
で

連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
　
波
賀
、
一
宮
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の

機
能
集
積
に
お
い
て
、
そ
の
開
始
は
平

成
２４
年
４
月
１
日
で
間
違
い
な
い
で
す

か
。
ま
た
幼
保
一
元
化
、
学
校
規
模
適

正
化
に
つ
い
て
大
人
は
将
来
の
子
ど
も

達
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
、
責
任
あ
る

発
言
、
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
上
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
答
弁

を
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
開
始
に
向
け
て
一
宮
給
食
セ

ン
タ
ー
の
備
品
等
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
幼
保
一
元
化
、
学
校
規

模
適
正
化
は
言
わ
れ
る
よ
う
に
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思

う
が
、
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
こ
の
他
に
も
、

市
民
局
の
職
員

の
削
減
や
計
画

に
基
づ
い
た
実

行
力
、
介
護
に

つ
い
て
質
し
ま

し
た
。

　
　
千
種
町
こ
ど
も
園
の
反
対
の
意
見

の
中
に
、
保
育
士
の
労
働
条
件
や
賃
金

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
行

政
の
仕
事
の
多
く
が
民
営
化
さ
れ
、
課

題
と
し
て
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
「
労
働

条
件
の
低
下
」
「
法
令
違
反
」
な
ど
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
理
事

会
に
は
市
の
職
員
で
は
な
く
社
労
士
を

お
願
い
す
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
そ
の
点
も
含
め
て
、
具
体
的

に
は
今
後
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
保
護
者
が
心
配
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
の
で
、
理
事
会
で
十
分
な
意
見
が

な
さ
れ
、
対
応
で
き
る
組
織
作
り
を
し

な
く
て
は
い
け
な
い
。

　
　
（
鹿
対
策
に
つ
い
て
）

　
猟
友
会
の
会
員
が
激
減
、
若
い
会
員

の
養
成
は
。
鹿
被
害
の
問
題
は
、
生
態

系
の
破
壊
で
す
。
生
態
系
の
底
辺
の
植

物
を
食
い
つ
ぶ
す
こ
と
に
よ
り
、
色
々

な
動
植
物
に
絶
滅
の
危
機
が
迫
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
死
ん
だ
鹿
は
、
現
場
で

埋
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
鹿
肉
の
利
用
は
。

　
　
　
宍
粟
市
で
の
猟
友
会
の
第
一
種

会
員
は
、
１
４
８
名
で
６０
歳
以
上
が
７０

％
で
す
。
若
い
猟
師
を
養
成
す
る
た
め

に
、
免
許
取
得
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
、
猟
友
会
と
協
力
し
て
年
間
を

通
じ
て
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
免
許
取
得
の
補
助
に
加
え

て
、
今
年
度
の
見
直
し
で
は
更
新
時
の

手
当
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
射
撃
訓
練

の
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー

は
、
姫
路
市
の
民
間
が
導
入
す
る
と
の

情
報
を
得
て
い
ま
す
。
鹿
肉
処
理
に
つ

い
て
は
、
広
域
的
に
色
々
と
検
討
・
研

究
さ
れ
実
用
化
に
向
か
っ
て
い
ま
す
が
、

私
は
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
市
で
は
、
猪
・

鹿
・
鳥
料
理
を
商
標
登
録
し
、
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
　
射
撃
訓
練
も
肉
処
理
も
、
若
い
経

営
者
と
協
力
し
て
宍
粟
市
が
産
業
と
し

て
取
組
む
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
　
　
　
若
い
人
た
ち
に
、
狩
猟
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
最
前
提

で
す
。
今
の
実
数
を
考
え
れ
ば
、
今
す

ぐ
行
政
で
取
り

組
む
の
は
課
題

が
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
近
隣

の
市
町
の
取
組

や
民
間
の
取
扱

を
注
視
し
て
対

処
し
ま
す
。
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問問

市
民
局
長

教
育
長 除

雪
を
全
市
道
で
早
く

機
敏
に
対
応
す
る

日本共産党宍粟市議員団代表

實友　勉

請
願
書
、
嘆
願
書
に
対
し

　
　
　
　
　
　
市
長
の
対
応
は

意
見
・
課
題
等
を
整
理
し

　
　
　
　
　
　
判
断
し
た
い

創生会代表

市
長

市
長

山根　昇

問問

問市
長

問

問

さつき通り商店街（山崎町）

市
長

市
長

市
長

市
長

問問

　
　
小
中
一
貫
教
育
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。
子
供
の
意
識
、
発
達
に
と
っ
て
ど

う
な
の
か
。
小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
様
々
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
２０
年
に
教
育
委
員
会
と
し
て

方
針
を
決
め
、
よ
り
高
い
教
育
効
果
を

実
現
す
る
た
め
連
携
型
の
小
中
一
貫
教

育
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　
県
下
で
消
防
の
広
域
化
統
合
が
検

討
さ
れ
て
い
た
が
、
赤
穂
市
が
不
参
加

表
明
し
た
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
災
害
の
多
発

や
東
日
本
震
災
で
も
地
域
密
着
、
自
治

体
対
応
の
機
敏
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
運
営
の
消
防
を
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。

広
域
災
害
で
は
、
日
常
か
ら
の
連
携
を

強
化
し
て
対
応
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
広
域
化
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

協
議
が
再
開
さ
れ
れ
ば
よ
く
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
今
シ
ー
ズ
ン
雪
が
多
い
と
い
う
気

象
庁
の
予
測
で
あ
る
。
早
期
か
ら
の
除

雪
は
市
民
の
願
い
で
あ
る
。
一
宮
南
地

区
を
は
じ
め
除
雪
が
遅
い
と
い
う
声
が

多
い
。
圧
雪
に
な
ら
ず
通
勤
・
通
学
に

間
に
合
う
作
業
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
一
宮
は
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
各

２
台
の
除
雪
車
で
業
者
に
委
託
し
て
い

る
。
積
雪
量
に
よ
り
、
時
間
や
応
援
体

制
を
検
討
す
る
。

　
　
神
戸
、
染
河
内
が
同
一
ブ
ロ
ッ
ク

で
あ
る
。
広
く
、
積
雪
量
が
違
う
の
で
、

業
者
を
増
や
し
、
早
い
作
業
を
求
め
ま

す
。

　
　
　
　
　
業
者
は
決
定
し
て
お
り
現

行
で
対
応
し
、
今
後
の
こ
と
は
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
市
外
か
ら
の
定
住
者
促
進
を
図
る

た
め
、
専
門
者
の
配
置
、
窓
口
を
設
け

る
べ
き
で
あ
る
。
市
内
で
は
自
治
会
数

も
多
く
、
協
議
会
費
や
慣
習
な
ど
違
う
。

希
望
を
い
た
だ
き
、
定
住
さ
れ
て
い
る

方
か
ら
も
悩
み
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
空
家
バ
ン
ク
」
を
創
設
し
、

移
住
世
帯
に

引
っ
越
し
費

用
を
助
成
し

て
い
る
。
相

談
員
の
設
置

に
向
け
、
県

民
局
と
協
議

し
て
い
る
。

　
　
千
種
町
及
び
波
賀
町
か
ら
の
請
願

書
、
嘆
願
書
に
対
し
て
、
市
長
の
対
応

は
。
積
極
的
な
姿
勢
が
見
え
て
い
な
い

よ
う
に
感
じ
る
が
、
ど
う
考
え
て
お
ら

れ
ま
す
か
。

　
　
　
教
育
委
員
会
は
、
市
長
の
指
揮

監
督
を
受
け
な
い
行
政
機
関
で
あ
り
、

幼
保
一
元
化
問
題
、
給
食
セ
ン
タ
ー
集

積
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て

主
体
的
に
進
め
て
来
て
い
る
が
、
内
容

等
に
つ
い
て
は
報
告
を
受
け
、
確
認
を

し
な
が
ら
連
携
し
て
進
め
て
来
て
い
る
。

私
も
行
政
懇
談
会
と
は
別
に
会
議
を
持

た
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
、
地
域
、

議
会
、
或
い
は
現
場
か
ら
の
意
見
を
聴

き
、
総
合
的
に
判
断
し
、
私
と
し
て
の

考
え
方
を
教
育
委
員
会
に
申
し
上
げ
て

い
き
ま
す
。

　
　
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
、
以
前
市
長

は
公
立
も
私
立
も
検
討
し
て
い
く
と
い

わ
れ
ま
し
た
。
私
も
地
域
に
よ
っ
て
は

公
立
も
私
立
も
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
も
市
長
の
考
え
方
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
私
は
残
す
と
か
残
さ
な
い
と
か

言
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
部
ひ

っ
く
る
め
て
、
本
当
に
子
ど
も
達
な
り
、

後
の
運
営
が
ど
ち
ら
が
い
い
か
を
比
較

検
討
し
な
が
ら
と
申
し
上
げ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
こ
と
に
変
わ
り
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

　
　
宍
粟
市
の
活
性
化
を
考
え
る
上
で
、

山
崎
の
商
店
街
の
活
性
化
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ま
す
。

区
域
を
特
区
に
し
て
優
遇
措
置
を
考
え

る
等
、
思
い
き
っ
た
施
策
は
考
え
ら
れ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
観
光
基
本
計
画
の
中
で
色
々
検

討
し
て
い
く
が
、
山
崎
の
商
店
街
の
活

性
化
は
、
事
業
者
自
身
が
ど
う
考
え
る

か
が
大
事
と
考
え
る
。
商
工
会
、
商
店

街
、
観
光
協
会
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
の
職
員
が
中
心
と
な
る
、
土
曜

塾
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
業
務
と
し
て
は
難
し
い
の
で
、

自
治
会
活
動

等
へ
積
極
的

な
自
主
参
加

を
呼
び
掛
け

て
い
き
ま
す
。

消防本部一宮分署
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副
市
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

副
市
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

地
域
主
権
改
革
一
括
法
の
対
応
は

円
滑
な
移
譲
が

　
で
き
る
よ
う
対
応

公明党代表

オストメイトトイレ

市
長

岡　　久和

問問

市
長

問問

　
　
「
一
括
法
」
で
市
へ
の
権
限
移
譲

や
役
割
が
増
大
す
る
が
、
条
例
制
定
な

ど
対
応
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
事

務
的
経
費
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
務
付
け
、
格

付
け
等
、
条
件
整
備
や
協
議
、
同
意
、

認
可
、
承
認
見
直
し
を
県
と
意
見
交
換

し
、
円
滑
な
移
譲
が
出
来
る
よ
う
に
し

ま
す
。
１４
本
の
条
例
の
制
定
が
必
要
で

す
。
事
務
的
経
費
の
明
確
な
処
置
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
幼
保
一
元
化
や
波
賀
給
食
セ
ン
タ

ー
廃
止
に
対
す
る
市
長
の
対
応
は
あ
い

ま
い
で
あ
る
。
教
育
に
対
す
る
理
念
や

方
向
性
が
明
確
で
な
い
か
ら
混
乱
し
て

い
る
。
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大

変
重
要
な
時
で
あ
る
。
ま
た
、
教
育
委

員
会
も
全
体
の
意
思
統
一
が
で
き
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
代
表
に
よ
る
懇
談
会
で
説
明
で

な
く
腹
を
割
っ
て
話
し
を
聞
い
た
。
そ

れ
ら
を
基
に
総
合
判
断
し
て
方
向
を
教

育
委
員
会
に
具
申
す
る
。
教
育
委
員
会

を
飛
び
越
え
て
、
や
る
、
や
ら
な
い
は

法
律
上
言
う
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
。

教
育
委
員
会
で
は
協
議
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
そ
の
都
度
確
認
を
行
っ
て
色
々

議
論
し
て
意
思
統
一
し
て
い
る
。

　
　
職
員
の
専
門
性
に
つ
い
て
、
法
改

正
等
に
よ
り
仕
事
が
煩
雑
で
仕
事
量
も

増
加
し
て
い
る
中
、
専
門
性
が
問
わ
れ

て
い
る
。
採
用
時
に
専
門
的
な
資
格
や

教
育
課
程
の
選
考
を
重
視
し
て
い
る
か
。

資
格
保
持
者
は
各
部
署
に
何
名
い
る
か
。

研
修
制
度
は
あ
る
か
。
専
門
性
を
考
慮

し
た
適
材
・
適
所
の
人
員
配
置
は
。
民

営
化
し
て
も
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
専
門
家

が
必
要
で
あ
る
が
。

　
　
　
採
用
時
に
一
般
教
養
に
加
え
て

専
門
試
験
も
実
施
し
て
い
る
。
１
級
建

築
士
３
名
、
そ
の
他
の
資
格
者
も
各
部

署
に
約
５０
名
在
籍
し
て
い
る
。

　
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
ト
イ
レ
、
障
が
い

者
の
方
に
マ
ッ
プ
等
で
知
ら
せ
て
ほ
し

い
。

　
　
　
　
市
内
に
２
カ
所
あ
り
、
今
後

案
内
板
と
併
せ
て
ト
イ
レ
の
増
設
や
設

置
場
所
を
表

示
し
、
具
体

の
設
置
状
況

を
把
握
し
て
、

広
報
誌
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

に
早
急
に
情

報
提
供
を
行

う
。

小林　健志

し
ー
た
ん
通
信
の

　
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

今
期
は
メ
ー
カ
ー
の

　
　
　
無
償
交
換
で

問　
　
市
や
地
域
の
情
報
を
詳
し
く
伝
え
て
頂
い
て
い
る

し
ー
た
ん
通
信
だ
が
、
「
少
し
変
化
が
あ
っ
て
も
面
白

い
の
で
は
」
等
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
部
の
家
庭
か
ら
は
「
端
末
機
器
の
乾
電
池

か
ら
の
液
漏
れ
や
放
送
が
途
切
れ
る
」
等
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
不
具
合
発
生
の
件
数
や
機
器
メ
ー
カ

ー
等
と
の
契
約
内
容
、
市
と
し
て
ど
う
対
処
す
る
の
か

伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ー
た
ん
放
送
、
宍
粟
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
よ
る
運
営
協
議
会
を
開

催
し
、
放
送
へ
の
感
想
や
工
夫
等
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
親
し
ま
れ
る
放
送
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

苦
情
に
つ
い
て
は
、
端
末
機
器
の
回
収
検
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
機
器
の
不
良
に
よ
る
故
障
と
報
告
を
受
け
て

い
ま
す
。
個
人
の
責
任
で
は
な
い
機
器
の
故
障
に
つ
い

て
は
、
設
置
後
１
年
以
内
は
納
品
元
の
（株）
メ
デ
ィ
ア
ト

ラ
イ
の
全
額
負
担
に
よ
る
無
償
交
換
と
い
う
形
で
対
応

し
て
い
る
。
現
在
そ
の
件
数
は
４
７
２
台
と
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
メ
デ
ィ
ア
ト
ラ
イ
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　
想
定
外
の
件
数
だ
と
把
握
し
て
い
る
。
契
約

の
中
身
、
そ
う
い
っ
た
機

器
を
製
造
し
た
メ
ー
カ
ー

責
任
等
に
つ
い
て
も
顧
問

弁
護
士
と
も
協
議
し
、
最

終
的
に
は
法
的
手
段
も
検

討
に
入
れ
て
今
調
査
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

しーたん通信
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教
育
長

副
市
長

教
育
長

高山　政信

来
年
度
予
算
編
成
方
針
は

市
民
に
納
得
し
て

い
た
だ
け
る
予
算
と
し
た
い

問問 市
長

　
　
国
内
外
お
い
て
景
気
の
低
迷
が
続
い
て
お
り
、
宍

粟
市
に
お
き
ま
し
て
も
税
収
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
中
で

あ
り
ま
す
が
、
来
年
度
予
算
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策
、

ま
た
予
算
に
は
職
員
の
意
見
、
議
会
の
提
言
等
が
反
映

さ
れ
る
も
の
で
す
か
。

　
　
　
宍
粟
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
輝
き
続
け
る
た
め

の
積
極
的
か
つ
重
点
化
し
た
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

歳
出
削
減
や
持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立
を
意
識
し

た
予
算
を
目
指
す
一
方
、
自
治
基
本
条
例
の
理
念
に
基

づ
き
参
画
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
環
境
、

観
光
、
地
域
力
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
施
策
を
可
能
な

限
り
目
に
見
え
る
形
で
臨
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
幹
部
、

若
手
職
員
ま
で
知
恵
を
出
し
合
い
予
算
要
求
す
る
よ
う

編
成
方
針
に
盛
り
込
ん
で
お
り
、
議
会
、
市
民
か
ら
の

提
言
は
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
判
断
し
具
体
化
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
　
不
登
校
児
童
、
生
徒
が
減
少
し
ま
せ
ん
。
そ
の
対

策
と
子
ど
も
、
保
護
者
の
孤
立
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
ケ
ア
と
共
通
の
悩

み
を
持
つ
保
護
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
。

　
　
　
　
さ
つ
き
ふ
れ
あ
い
便
り
の

発
行
、
月
１
回
悩
み
を
持
つ
保
護
者

が
集
ま
り
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
保
護
者
ま
た
保
護
者
同
士
の
情
報

交
換
・
交
流
が
出
来
る
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
し
っ
か
り
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

岩蕗　昭美

幼
保
・
給
食
の
打
開
は

　
　
　
　
　
市
長
の
手
で

民
意
を
汲
み
教
委
と

　
　
　
連
携
し
打
開

問問問問問 市
長

市
長

市
長

　
　
幼
保
一
元
民
営
化
、
給
食
問
題
は
、
関
係
住
民
の

不
信
を
招
い
た
。
異
例
だ
が
民
意
は
市
長
主
導
で
問
題

解
決
を
図
る
時
だ
と
思
う
。

　
　
　
市
長
権
限
の
及
ば
ぬ
領
域
だ
が
、
腹
案
を
ま
と

め
、
教
委
と
連
携
し
打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
議
会
は
残
念
だ
が
自
ら
土
俵
を
降
り
た
。
頼
れ
る

行
司
役
は
市
長
だ
け
と
の
思
い
が
住
民
に
は
あ
る
。
建

前
、
形
式
論
を
超
え
、
現
計
画
や
方
法
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
修
正
を
求
め
る
。

　
　
　
地
元
の
方
々
の
生
の
声
を
聴
き
、
課
題
が
多
い

と
認
識
し
た
の
で
、
教
委
と
よ
り
連
携
、
協
議
す
る
。

　
　
異
例
の
決
断
を
市
長
に
求
め
た
い
が
、
委
員
長
の

見
解
は
ど
う
か
。

教
育
委
員
長
　
真
摯
に
対
応
す
る
。

　
　
教
委
に
示
さ
れ
る
市
長
案
は
、
い
つ
頃
に
ま
と
め

ら
れ
る
か
。

　
　
　
年
内
に
更
に
調
整
等
を
進
め
、
年
明
け
に
打
開

案
を
公
に
す
る
。

（
反
問
・
市
長
）

　
議
員
は
幼
保
一
元
化
・
民
営
化
反
対
の
立
場
で
論
じ

て
い
る
の
か
。

（
答
・
議
員
）
一
般
論
と
し
て
の
幼
保
一
元
化
に
は
賛

成
だ
が
、
市
教
委
の
現
計
画
は
拙
速
か
つ
浅
慮
で
あ
り
、

絶
対
反
対
で
あ
り
、
紹
介
議
員
と
な
っ
た
。

　
　
市
南
部
と
北
部
旧
２
町
の
格
差

は
現
存
す
る
。
な
ぜ
格
差
是
正
を
専

ら
と
す
る
部
課
設
置
を
避
け
る
の
か
。

北
部
住
民
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

　
　
　
　
全
市
の
総
合
調
整
の
中
で

格
差
是
正
す
る
。
両
市
民
局
に
担
当

者
が
居
り
本
庁
で
統
括
す
る
。

企
業
誘
致
・
雇
用
促
進

　
　
　
　
　
対
策
を
望
む

情
報
提
供
し
計
画
は

　
　
策
定
し
て
い
る

問市
長

問市
長

問市
長

　
　
現
在
、
企
業
誘
致
の
促
進
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
兵
庫
県
神
戸
投
資
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
電
源
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
遊
休
地
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
「
企

業
立
地
の
促
進
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成

及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
基
本
計
画
」
を
策

定
し
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
て
活
動
し
て
い
る
。

　
　
幼
保
一
元
化
・
給
食
セ
ン
タ
ー
集
積
に
反
対
し
た

署
名
活
動
を
ど
う
思
う
か
。

　
　
　
企
業
誘
致
と
直
接
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

教
育
の
問
題
に
、
市
長
の
私
が
出
て
行
き
発
言
す
る
の

は
、
失
礼
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
少
子
化
、
長
期
的
な
展
望
の
中
で
、
教
育
の

シ
ス
テ
ム
や
環
境
を
踏
ま
え
、
施
策
を
遂
行
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
署
名
運
動
報
道
で
宍
粟
市
の
対
外
的
評
価
は
悪
化

し
て
い
る
。
雇
用
機
会
の
拡
大
や
経
費
の
削
減
は
重
要

な
民
意
だ
が
、
今
後
も
こ
の
調
子
で
市
の
基
本
計
画
に

抗
う
活
発
な
署
名
活
動
や
市
民
間
の
対
立
構
造
を
、
高

み
の
見
物
さ
れ
る
つ
も
り
な
の
か
。

　
　
　
新
庁
舎
建
設
・
木
材
供
給

セ
ン
タ
ー
・
音
水
湖
カ
ヌ
ー
施
設

に
つ
い
て
、
私
は
一
度
も
反
対
し

た
こ
と
は
な
い
。
幼
保
一
元
化
・

給
食
セ
ン
タ
ー
集
積
な
ど
に
つ
い

て
も
、
む
し
ろ
事
業
の
継
続
性
や

計
画
性
は
大
事
に
考
え
、
傍
観
し

て
は
い
な
い
。

■
活
性
化
事
業
の
実
施
を
望
む
。

行政懇談会（波賀町）

教
育
委
員
長

寄川　　宏
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火災報知器

総
務
部
長

消
防
長

副
市
長
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

教
育
長

大上　正司

福
祉
・
医
療
体
制
の
充
実
を

第
５
期
福
祉
・

　
介
護
計
画
で
対
応

問問 市
長

市
長

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

　
高
齢
者
福
祉
の
充
実
の
た
め
、
色
々
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
整
備
を
図
り
、
特
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
も
検
討
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
市
民
の
皆
様
か

ら
、
入
所
し
た
く
て
も
な
か
な
か
入
所
出
来
な
い
と
の

声
を
聞
く
、
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
定
員
及

び
待
機
者
の
状
況
と
そ
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
市
内
に
５
施
設
あ
り
、
定
員
は
３
３
０
名
で
待

機
者
は
４
６
５
名
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
施
設
整
備

か
ら
住
宅
介
護
に
重
点
を
置
き
、
介
護
予
防
の
充
実
、

見
守
り
体
制
の
支
援
な
ど
現
在
、
策
定
中
の
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
等
の
中
で
検
討
す
る
。

　
　
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
総
合
病
院
の
充
実
を
。

　
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
休
日
の
当
番
医
や
夜
間
応

急
診
療
所
の
開
設
な
ど
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り

地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
の
は
総
合
病
院
で
あ
る
。
し

か
し
、
医
師
不
足
な
ど
で
市
民
に
絶
対
的
な
安
心
感
を

与
え
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
の

指
定
を
受
け
た
が
、
研
修
医
の

見
込
み
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
現
在
８
名
の
研
修
医
を

受
入
れ
、
来
年
度
は
１６
名
を
受

け
入
れ
る
予
定
。
医
療
機
器
も

一
定
の
整
備
が
出
来
て
い
る
の

で
医
師
確
保
に
万
全
を
期
し
、

市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
す
る
。

秋田　裕三

「
山
崎
断
層
」
の
改
名
を

検
討
す
る

問問 市
長

市
長

問市
長

　
　
山
崎
断
層
の
呼
称
を
改
名
し
、
宍
粟
市
の
イ
メ
ー

ジ
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
将
来
に
お
い
て
有
形
無
形
の

価
値
を
生
む
の
で
、
国
県
に
要
望
す
る
の
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。
岡
山
県
那
岐
山
ふ
も
と
か
ら
六
甲
山
西
端

ま
で
、
全
長
約
８０
km
の
中
の
７
つ
の
部
分
断
層
帯
を
山

崎
断
層
一
つ
で
表
現
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
案
と
し

て
は
播
磨
断
層
、
兵
庫
岡
山
断
層
、
摂
津
美
作
断
層
の

い
ず
れ
か
に
。

　
　
　
検
討
し
て
、
で
き
れ
ば
国
県
に
要
望
し
た
い
。

　
　
子
育
て
支
援
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す

か
。
特
に
給
食
セ
ン
タ
ー
集
積
と
並
行
し
て
充
実
さ
せ

る
も
の
は
。

　
　
　
医
療
費
の
軽
減
、
保
育
料
の
引
き
下
げ
、
放
課

後
保
育
等
々
１
１
１
項
目
に
わ
た
り
支
援
策
を
考
え
て

い
る
。

　
　
少
子
化
は
現
実
で
す
。
急
い
で
給
食
セ
ン
タ
ー
と

幼
保
一
元
化
は
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

責
任
者
は
誰
か
。

　
　
　
条
例
提
案
権
は
市
長
に
あ
る
。
検
証
が
済
み
次

第
、
廃
止
条
例
を
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
所
管
し
て
い
る

の
は
教
育
長
で
す
。

大倉　澄子

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
最
善
の
運
用
を

工
夫
を
し
て
い
く

問問問 　
　
市
広
報
の
合
併
後
７
年
分
の
削
除
は
本
当
に
容
量
の

不
足
に
よ
る
も
の
だ
け
で
す
か
。
削
除
が
最
善
の
方
法
と

判
断
し
実
行
さ
れ
、
年
度
毎
の
掲
載
だ
け
で
市
民
の
知
る

権
利
や
情
報
公
開
の
原
則
を
破
ら
れ
た
こ
と
は
市
政
方
針

と
大
き
く
か
け
離
れ
負
の
部
分
だ
け
の
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
保
守
業
者
か
ら
の
削
除
ア
ド
バ
イ
ス
が
正
し
か
っ
た

の
か
ど
う
か
、
他
の
専
門
業
者
に
も
確
認
し
て
も
ら
う
べ

き
で
す
。
入
札
は
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
削
除
は
京
都
電
子
計

算
（株）
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
の
責

任
で
実
施
し
ま
し
た
。
再
掲
載
時
期
に
つ
い
て
は
、
補
正

を
受
け
容
量
の
回
復
を
み
た
時
期
で
検
討
し
ま
す
。

　
　
年
末
火
災
予
防
警
戒
も
高
ま
っ
て
き
ま
す
。
住
宅
用

火
災
警
報
機
器
設
置
は
、
罰
則
規
定
は
な
い
も
の
の
命
に

関
わ
る
大
事
な
こ
と
と
し
て
の
設
置
義
務
が
あ
り
ま
す
。

設
置
率
に
は
説
明
や
取
組
み
の
違
い
か
ら
か
、
設
置
場
所

に
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
特
に
４０
％
を
き
る

低
い
数
値
の
居
間
や
階
段
、
全
て
に
必
要
と
さ
れ
る
寝
室

へ
の
設
置
指
導
は
出
前
講
座
な
ど
で
も
啓
発
を
さ
れ
た
ら

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
高
齢
者
宅
等
へ
は
消
防
職
員
が
取
り
付
け
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
大
型
販
売
店
や
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
防

火
指
導
の
強
化
や
、
設
置
促
進
に
向
け
て
自
治
会
消
防
団

等
と
も
連
携
を
深
め
広
報
な
ど
で
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

　
　
公
共
性
の
極
め
て
高
い
市
役
所
内
で
は
全
体
の
奉
仕

者
で
あ
る
と
い
う
緊
張
感
、
一
定
程
度
の
規
律
あ
る
清
潔

な
明
る
い
接
遇
を
望
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
職
員
の
指
導
者
資
格
取
得

や
係
長
研
修
等
で
意
識
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
自
治
大
学
校
へ
は
２４
年
度

入
学
に
向
け
準
備
中
で
す
。
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教
育
長

水
道
部
長

東　豊俊

「
宍
粟
は
一
つ
」
の

　
　
　
　
　
　
　
検
証
を

地
域
と
行
政
が

　
　
一
体
で
進
め
る

問市
長

　
　
合
併
か
ら
４
年
経
過
の
間
で
新
庁
舎
の
建
設
と
な

り
、
業
務
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
筈
で
、
い
ろ
ん
な
面
で

検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
時
々
合
併
し

て
か
ら
何
も
良
い
こ
と
が
な
い
、
そ
ん
な
声
を
耳
に
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
庁
も
含
め
、
各
市
民
局
に
於

い
て
誰
が
何
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
の
か
？
を
更
に

検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
合
併
に
よ
り
効
率
が
よ

く
な
れ
ば
、
市
民
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
り
、

７
年
目
と
な
っ
た
今
、
「
宍
粟
は
一
つ
」
を
も
っ
と
前

に
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
地
域
の
特
性
・
課
題
を
市
民
が
共
有
し
、
行
政

と
一
体
と
な
っ
て
町
づ
く
り
を
す
る
こ
と
の
確
認
が
何

よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら

の
自
治
基
本
条
例
の
検
討
、
更
に
後
期
基
本
計
画
の
策

定
に
取
組
み
、
様
々
な
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を
検
証
し
、

そ
の
結
果
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
共
有
す
る
た
め
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
宍
粟
は

一
つ
と
い
う
合
併
市
町
村
が
抱
え
る
共
通
課
題
と
し
て

の
一
体
感
の
醸
成
に
つ
い
て
は
、
町
づ
く
り
を
考
え
る

時
に
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在

策
定
中
の
観
光
基
本
計
画

を
旧
町
域
を
越
え
て
多
く

の
市
民
が
参
画
す
る
中
で

実
行
し
て
い
く
こ
と
も
含

め
、
宍
粟
は
一
つ
を
更
に

前
に
出
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

西本　諭

２６
年
の
簡
水
と

上
水
統
合
時
の
料
金
計
画
は

値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
努
力
す
る

問問 市
長

市
長

　
　
本
年
８
月
の
「
子
ど
も
議
会
」
で
、
「
宍
粟
市
は

自
然
が
多
く
、
水
が
き
れ
い
な
地
域
に
住
ん
で
い
る
の

に
、
ど
う
し
て
水
道
料
金
が
高
い
の
赤
穂
市
は
ど
う
し

て
安
い
の
？
」
と
言
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
誰
も
が
感
じ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
調
査

し
ま
し
た
ら
赤
穂
市
の
安
さ
は
歴
史
的
要
素
、
地
理
的

要
素
が
重
な
っ
て
、
日
本
一
安
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
一
方
で
低
料
金
の
た
め
設
備
の
更
新
で
は
費
用
捻

出
に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
宍
粟
市
は
、
２６

年
４
月
に
上
水
と
簡
易
水
道
の
統
合
計
画
が
あ
り
ま
す
。

北
部
３
町
は
２４
年
度
に
続
い
て
更
に
値
上
げ
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
２６
年
度
の
統
合
に
向
け
て
様
々
な
準
備
を

し
て
い
ま
す
が
、
市
民
負
担
に
関
係
し
ま
す
の
で
慎
重

に
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
出
来
る
だ
け
上
げ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
地
域
と
行
政
の
新
し
い
支
え
合
い
の
制
度
と
し
て
、

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
を
提

案
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
元
気
な
高
齢
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
自
身
の
生
き
が
い
や
元

気
の
元
に
な
り
、
受
け
入
れ
施

設
に
と
っ
て
も
大
変
あ
り
が
た

い
制
度
で
す
。
１
年
間
ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
て
、
何
ら
か
の
特
典

が
も
ら
え
る
制
度
で
す
。
是
非

導
入
の
検
討
願
い
ま
す
。

　
　
　
先
進
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
導
入
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

岡前　治生

「
幼
保
計
画
」
の

　
　
　
教
委
の
議
論
は

関
係
部
局
間
で
協
議

問問市
長

上寺浄水場

嘆　願　書

　
　
「
幼
保
一
元
化
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
教
育
長
報

告
や
諸
報
告
の
中
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
教
育
委

員
会
と
し
て
、
議
案
と
し
て
協
議
さ
れ
て
い
る
議
事
録

は
私
が
閲
覧
し
た
中
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　
本
当
に
子
ど
も
の
た
め
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
地
域
で
、
ど
う
す
れ
ば
少
子
化
を
く
い
と
め
、
ど
の

よ
う
な
子
育
て
の
シ
ス
テ
ム
が
望
ま
れ
て
い
る
の
か
、

一
か
ら
検
討
し
な
お
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
企
画
、
福
祉
、
教
育
委
員
会
の
関
係
部
で
職

員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
、
方
針
の
素
案
は
住
民
代

表
の
懇
話
会
に
諮
問
し
た
。
提
言
を
受
け
、
平
成
２１
年

８
月
に
「
幼
保
一
元
化
推
進
計
画
」
を
作
成
し
た
。

　
　
公
立
千
種
幼
稚
園
廃
止
反
対
署
名
が
千
種
住
民
か

ら
、
波
賀
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
存
続
を
求
め
る
署
名
が
そ

れ
ぞ
れ
地
域
の
有
権
者
の
過
半
数
を
大
き
く
超
え
る
規

模
で
出
さ
れ
て
い
る
。

　
市
の
最
高
規
範
と
う
た
っ
て
い
る
住
民
基
本
条
例
に

そ
っ
て
、
こ
れ
ら
２
つ
の
行
政
課
題
に
は
対
応
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
民
意
に
賛
成
、

反
対
も
あ
り
、
総
合

的
に
有
益
か
ど
う
か

で
判
断
す
る
。
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教
育
長

教
育
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

市
長

水
道
部
長

副
市
長

藤原　正憲

今
後
の
林
業
振
興
に

　
　
ど
う
取
り
組
む
の
か

森
林
組
合
等
と
連
携

　
し
な
が
ら
進
め
る

問問 市
長

　
　
造
林
補
助
金
の
新
制
度
に
つ
い
て
森
林
組
合
に
よ

る
説
明
会
が
旧
町
ご
と
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新

補
助
制
度
を
受
け
る
に
は
森
林
経
営
計
画
（
概
ね
５０
ha
）

を
策
定
し
、
間
伐
す
る
場
合
５
ha
以
上
で
、
し
か
も
１

ha
あ
た
り
１０
　
以
上
の
搬
出
が
必
要
で
す
。
（
企
業
誘

致
が
難
し
い
中
、
こ
の
豊
か
な
森
を
利
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
若
者
の
新
た
な
雇
用
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
）
　
小
規
模
林
家
で
は
こ
の
計
画
の

策
定
は
困
難
で
あ
り
手
入
れ
の
さ
れ
な
い
放
置
林
が
益
々

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
市
は
林
家
に
対
し
て
ど
う
指
導

さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
森
林
組
合
、
林
業
者
そ
し
て
山
林
所
有
者
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
　
上
下
水
道
料
金
は
、
旧
町
ご
と
の
料
金
を
統
一
す

る
た
め
改
定
さ
れ
、
こ
の
1
月
か
ら
料
金
が
上
が
り
ま

す
。
下
水
加
入
に
よ
り
全
て
の
市
民
に
快
適
な
生
活
を

提
供
す
る
の
も
市
の
責
務
で
す
。
加
入
推
進
と
市
民
間

の
公
平
性
を
図
る
た
め
し
尿
手
数
料
を
見
直
す
べ
き
で

は
。
（
加
入
で
き
な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
世
帯
に
は

別
途
補
助
を
）
。

　
　
　
　
合
併
以
来
、
し
尿
手
数
料
は
改
定
し
て
い
な

い
の
で
、
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

住
民
負
担
を
伴
う
の
で
今
後
慎
重
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
他
に
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
、
地

域
主
権
と
い
う
中
、
本
市
の
状
況
（
超

高
齢
化
社
会
等
）
も
国
県
に
訴
え
て
、

入
所
待
ち
の
解
消
等
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
し
た
。

山崎木材市場

山下　由美

住
宅
建
設
資
金
等
貸
付

　
未
返
済
金
へ
の
対
応
は

実
態
を
突
き
止
め
法
的
措
置
も

　
　
　
　
　
考
え
て
い
き
ま
す

問問問 　
　
こ
の
貸
付
金
は
、
昭
和
４４
年
か
ら
平
成
１４
年
に
か

け
て
施
行
さ
れ
た
同
和
問
題
解
決
の
た
め
の
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
平
成
１４
年
３
月
末
に
こ
の
法

律
が
失
効
し
１０
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
約
１
億
５
千
万
円
が
返
済
さ
れ
て
お
ら
ず
、

市
の
財
政
圧
迫
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
債

務
者
及
び
連
帯
保
証
人
が
死
亡
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
の

場
合
、
相
続
人
に
返
済
を
依
頼
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

時
効
と
の
関
係
も
あ
っ
て
放
置
で
き
な
い
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
長
は
、
こ
の
未
返
済
金
を
解
消
し
て
い

く
意
志
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
実
態
を
具
体
的
に
突
き
止
め
、
法
的
措
置
も
考

え
て
い
き
ま
す
。

（
外
出
支
援
の
運
行
範
囲
の
拡
大
）

　
　
市
外
・
買
い
物
・
文
化
会
館
へ
行
け
る
よ
う
に
す

る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
金
額
が
増
え
て
き
て

い
る
の
で
、
持
続
可
能
な
施
策
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
要
望
に
つ
い
て
新
し
い
形
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

（
水
道
料
金
等
助
成
制
度
の
周
知
徹
底
）

　
　
助
成
対
象
世
帯
数
を
約

１
７
９
８
世
帯
と
把
握
し
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
全
世

帯
に
水
道
料
金
が
助
成
さ
れ

る
こ
と
を
直
接
通
知
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
対
象
世
帯
の
数

は
変
動
し
て
お
り
把
握
は
難

し
い
の
で
、
本
人
の
申
請
に

基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

木藤　幹雄

外
出
支
援
事
業
を

　
　
　
　
全
市
対
象
に

利
用
者
の
利
便
性
を

　
　
　
考
慮
し
検
討

問問問 　
　
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
認
可
ど
お
り
、
全
市

を
対
象
に
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
担
当
部
長
の
答
弁

を
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
事
業
区
域
の
設
置
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
の
選
定
は
事
業
者
の
公
平
性
、
利
用
者
の
利

便
性
を
考
慮
し
て
、
検
討
を
い
た
し
ま
す
。

　
　
河
東
小
学
校
校
舎
等
改
築
工
事
竣
工
式
典
事
業
概

要
内
容
の
誤
り
は
、
単
純
な
ミ
ス
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

市
長
の
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
が

活
か
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
答
弁
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
今
後
十
分
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
付
託
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

業
者
の
方
に
は
、
訪
問
の
上
、
丁
重
に
お
詫
び
を
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
　
教
育
長
は
「
ま
ち
づ
く
り
と
人
権
問
題
に
関
す
る

意
識
調
査
」
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
同
和
教
育
を
ど
う

展
開
し
よ
う
と
思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
　
　
　
人
権
教
育
の
徹
底
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
権

意
識
調
査
結
果
を
活
用
し
、
各
学
校
で
研
修
の
機
会
を

も
ち
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
推
進
教
育
に
つ
き
ま
し
て

も
、
各
学
校
単
位
で
検
討
を
進

め
な
が
ら
次
年
度
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

生
推
協
に
お
い
て
も
元
気
を
も

ら
う
講
座
等
人
権
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
を
し
て
お
り
ま
す
。

新しくなった河東小学校

外出支援

m３
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　10月4日と10月11日に市内8会場で開催した平成23

年度議会報告会（意見交換会）には、264名の市民の

皆様にご参加いただきました。市民の皆様からいただ

いた70件のご意見の内、早急に行政当局へ進言したも

のと、今後のまちづくりへの提案とするものに分け、

議会改革推進特別委員会で整理検討しております。

　当日のご意見の一部をご紹介いたします。

議 会 報 告 会 で の 回 答

議会のインターネット中継をされているが、平日の昼間は誰も見れない。宍
粟チャンネルで子ども議会を録画放送されているがあれを出来ないのか。
佐用町では佐用チャンネルでされている。

議員定数については、人数を減らして手当を上げ、よい仕事をしてもらいたい。

議会議員として市民に大きなアンテナをもっておられるのか。市が進める事
業など議会として説明に出る気持ちがあるのか。

政務調査費は慶弔費が法的に禁止されている。自治体の中では飲食費に使
ったりして廃止したところもあるという。公開された内容を市民は見ること
ができるのか。

後期基本計画が議決事項ではなかった。どうしてか。

子ども議会がしそうチャンネルで映っていたが全く音声が入らなかった。お
金を払っているのだから、ちゃんとしてもらいたい。

旧神河中学校の跡地は20年ぐらい放置されたままだ。早く売却して身を軽
くした方がいいと思う。

公共交通は市の経営か。

宍粟市にはどれくらいの起債あるのか。

幼保一元化で神戸新聞に主婦が投書していたが、民間の隣の土地を求めて
何故今更民間委託なのか・・・ということだった。1億円もかけずに南小学校
の空き教室ですべきではないか。

今後の幼稚園の基準人数についてと一宮町の公立保育園は全て民営化さ
れていくのか、一宮は民間の幼稚園がないので公立でいけるのか。

千種幼稚園に関する請願審査は真摯に審査をされたのか。予算委員会の委
員長の発言もあり、今回９月議会でその予算の凍結なり修正の案が出なかっ
たのはなぜか。

幼保一元化は都会の方の待機児童の解消のための政策と考えているが、宍
粟市の場合は経費節減のいいところだけをとっている。お金の話はPTAに
はないが、議員の皆さんはどうか。

インターネット中継について議会でも検討しましたが、設備的に50回線しか
使えません。録画中継についても検討していきます。

議会改革推進特別委員会で検討しています。

20人の議員にはいろんな情報が入ってきます。それを受けて議員が独自の判
断をし最後は議会で議決していきます。それぞれアンテナを持って判断をして
います。

政務調査費の使途はものすごく制限されていて慶弔費は元より飲食には使
えません。余剰金はすべて返還し決算についても公開し、ホームページでの
公開にするかは今後検討していきます。

後期基本計画は、平成22年度に策定され議会基本条例は平成23年4月施
行のため次回からの議決要件となります。今回は市当局との協議の中でし
っかりと意見しました。

これまでの番組での音声録音の不具合は、新番組より改善されることになり
ました。

地元と協議した結果、市民の公園をつくることになりました。芝を張って公
園化の計画を促進することになっています。

神姫バスの経営であったり、タクシー会社に委託しているもしもしバス、補
助金で実施している一宮のおもいやり号などいろいろです。

全部で738億円、これに対し基金は57億円余りで、大変な借金であります
が起債は増やさない方向でやっています。

教委によると南小学校の近くに施設を建てようとすれば多額の費用（試算で
6億円）がかかるということです。空き教室については調査します。

一宮北中学校区の幼保一元化計画の推進は平成26年度以降となっています。
下三方、三方、繁盛の各幼稚園、一宮北保育所の全てが公立の施設でありま
す。市としては、こども園の場所は１箇所の計画となっております。

3月議会の請願の議決を受けて、認定こども園を１年延期したと聞いていま
す。

一般論としての行革の必要性の話はありますが、財政上のメリット等の説明
資料は出ていません。

ご　意　見　等
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議 会 報 告 会 で の 回 答

教育予算は減らしていない、増やしているという話があったが、父母や住民
が望まない幼保一元化に１億円余りの予算をつけても納得できない。議会
は住民が望む方向に市当局に向かっていただきたい。

議会にがっかりした。幼児の教育は公の責任として、見放さないで元通りで
お願いしたい。

まち中をさびれさせないことを行政の責任でもっと考えるべきであり、杉の
子保育園隣接地は立地も地質も悪い。小学校周辺で適地を求めたらよい。

議会報告会は全て現状の報告だけで、どういうところをめざして、どういう
課題があって議会の中で話されているのかが趣旨でないか。幼保一元化も
その辺を話してもらいたい。

昔から三河と土万は伝統的なものがあって血縁関係も深い。現状をそのま
まにして、三土中はそのまま、小学校は三河と土万の児童が一緒になって欲
しい。

幼稚園、小学校、中学校が一元化されるとき、通園通学の手段はどう対応さ
れるのか。

不登校の問題が多いが、簡単に小学校を無くすということでなく、もっと力
強い子育ての仕方を市や議会として取り組むことを考えていただきたい。

お金の問題、人の問題だけで考えればしのげるかもしれないが前進に繋が
らない。今は苦しくても給食も学校も残して都市の人口を田舎に引き寄せ
る方向はないのか。

税金が高額になってきているが、こういったリスク面や滞納について、ちゃ
んと議会に報告されているのか。

安心して暮らせるまちづくりの中で、救急患者が受け入れられない総合病院
では困る。臨床医制度でどうなるのか。

農業のできる宍粟市なのに農業の情報がないと思う。外国の人の方がよく
知っている。情報の開示をお願いしたいと思う。

猪と鹿が自宅周辺（山裾）で、8頭出没したが、どこに頼めばいいか。どうに
か対応をお願いしたい。

宍粟市は山林が90％ある。山の手入れ、川の整備をきちっとしてほしい。山
の保水力が高まり災害の防止、生態系の修復により獣害の防止につながる。
議会からそういうことを訴えかけ、行動を起こしてほしい。

行財政改革は十分理解をするが、集落の崩壊が見えてくるので前を向いて
議論をして、なんとか森林を活かして地域の活性化が図れないのか。

公園に関する問題で、城の子公園はきれいに管理されているが、夢公園はき
れいに管理されていない。計画されている緑地公園も同様になるのではな
いか。

城下地区に区画整理事業の網がかかり、火事のときも近くへ水がいかない。
県に言っても代替案を持ってこいとのこと、何とか議員にも力になってほしい。

引原ダムの放流について、過去において避難はなかったのか。ダムは何故
あんなに満水にする必要があるのか。数人のカヌーのための貯水ではない
のか。他の人が犠牲になっているのに今の状態でいいのか。

要望としてお聞きし、市当局に伝えます。

千種南小学校に改修費1億5千万円ほどかけています。見放したりしません。

本日の会議においては行政の責任、議員の責任、また住民の責任ということ
で、いい協議ができたのではないかと思います。重く受け止めてこれからの
議員活動に活かしていきたいと思います。

新しいものを創るという観点に立ってもらったら少しは前に行くと思います。
市当局に言ってもらった点と議会に言ってもらった点を抱き合わせしながら
しっかりしたものをつくっていきたい。

小学校が一緒になったら中学校も一緒になるのではないかと思います。例
えば三土中だけでは野球部ができないが山崎西中に行けばできます。地域
のことも考え、子どものことも考えると非常に難しい状態にあります。

鷹巣地域は通学についてしっかりと議論され統合になりました。

不登校の問題については議会からも教育委員会に意見しています。力強い子
育てについては難しい問題であります。総合的に考えて努力していきます。

議会の中では、職員も削ってスリムに財源的にも豊かにしていかなければな
らないという議論があります。地域の価値観、地域で子どもを育てる、給食セ
ンターを使って子どもたちを育てていくなど議会でも議論しています。

滞納も年々増加しているので、県から税専門の職員を派遣していただき対
応しています。税担当職員と管理職職員による徴収を行っており、悪質な場
合は差し押さえも行なっています。

全ての救急患者の受け入れまでは難しいのが現状です。臨床医研修制度は、
救急患者の受け入れに直結関係するものではありません。

農業は基幹的な産業と思っています。宍粟市も国の補助金だけでなく、宍粟
市独自の農業の取り組みをしていく必要があると思います。

最上山の鳥獣保護区で人家も密集しているため難しいと思います。市役所
を通じて駆除を依頼することができます。まずは、市役所の産業部の担当課
にへ申し出てください。

民家のあるところは必ず砂防をしていただくようになっています。山の整備
のために思い切った間伐をしていただくように、その補助を行政の方に出し
ていただくように話をします。

過疎債という有利な制度が波賀、千種にはあるので、地域の活性化について、
皆様のご意見を聴かせてもらって反映していきたいと思います。

夢公園については、管理部局には、手を入れて利活用が促進されるよう進言
します。緑地公園は、生芝を張って公園化の計画をしています。

網がかぶっている地域が県下には他にもたくさんあり、どこも困っています。
県でもこの数年前からなんとかしようとする動きはあるようです。

今回は、過去には経験のない降雨量でありました。ダムは、あくまでも灌漑と
産業用のための貯水で、カヌーのためだけのものではありません。

ご　意　見　等
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ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
内
外
と
も
に
大
変
な
年
で
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
円
高
・
デ
フ
レ
不
況
・
東
日
本

大
震
災
そ
し
て
豪
雨
災
害
と
不
安
、
不
満
の
大

き
か
っ
た
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
本
市
で
は
、
平
成
２１
年
８
月
の
台
風
９

号
に
よ
る
災
害
も
ほ
ぼ
復
旧
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
５
月
の
大
雨
災
害
も
今
、
復
旧
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
良
い
年
に
と
、

念
ず
る
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
市
民
の
権
利
と
責
務
、
市
議
会
の
権

限
と
責
任
そ
し
て
市
の
執
行
機
関
の
権
限
と
責

任
な
ど
を
明
確
に
規
定
し
た
自
治
基
本
条
例
そ

し
て
議
会
基
本
条
例
が
制
定
（
平
成
２３
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
）
さ
れ
、
施
策
等
の
説
明
責
任

を
果
た
す
と
と
も
に
市
民
か
ら
の
ご
意
見
、
ご

要
望
そ
し
て
ご
提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
参
画

と
協
働
の
原
則
で
進
め
て
い
ま
す
。
議
会
も
説

明
責
任
を
果
た
す
べ
く
、
議
会
報
告
会
を
各
中

学
校
区
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
（
貴
重
な
ご
意

見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）
。

　
な
お
、
市
民
の
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
た
市
長

と
議
員
、
双
方
が
市
民
の
意
思
を
代
弁
す
る
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

車
の
両
輪
と
い
わ
れ
る
所
以
で
す
が
、
名
ば
か

り
の
二
元
代
表
制
に
な
ら
な
い
よ
う
昨
年
の
９

月
定
例
会
で
、
議
会
の
自
主
的
、
自
立
的
な
取

組
み
と
議
会
の
改
革
を
図
る
べ
く
、
議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
会
政
治
倫
理

条
例
や
議
員
定
数
の
見
直
し
な
ど
を
こ
の
委
員

会
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
「
議
会
だ
よ
り
」

で
も
適
宜
ご
報
告
し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
原
　
　
正
　
憲

福知文殊の水
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村づくり実行委員会

委員長　冨　田　久　司

　
兵
庫
県
風
景
百
選
『
雪
彦
峰
山
県

立
公
園
』
の
福
知
渓
谷
に
位
置
す
る

福
知
文
殊
の
水
・
・
・
福
知
村
の
神

社
（
早
玉
神
社
）
に
祀
ら
れ
て
い
る

文
殊
菩
薩
様
の
名
を
戴
き
『
福
知
文

殊
の
水
』
と
命
名
さ
れ
平
成
４
年
に

取
水
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
昔
あ
っ
た
集
落
の
生
活
用
水
に
利

用
さ
れ
て
い
た
伏
流
水
で
田
の
小
屋

山
を
源
流
と
し
、
揖
保
川
支
流
の
福

知
川
ま
で
流
れ
注
ぐ
水
量
わ
ず
か
な

甘
い
お
水
で
す
。

　
平
成
２１
年
８
月
９
日
台
風
９
号
災

害
で
、
山
腹
に
あ
る
中
継
タ
ン
ク
が

被
害
に
あ
い
供
給
不
能
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
源
流
に
は
濁

り
ひ
と
つ
な
い
、
き
れ
い
な
水
が
代

わ
り
な
く
流
れ
て
い
た
情
景
に
は
少

し
感
動
し
ま
し
た
。
村
人
の
尽
力
に

よ
っ
て
４
カ
月
後
の
２１
年
１２
月
に
は

復
旧
さ
れ
、
住
民
の
多
く
が
被
災
に

よ
り
落
胆
し
て
お
ら
れ
る
な
か
、
復

興
に
向
け
て
活

力
に
な
っ
た
と

も
思
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
ま

だ
県
道
３８
号
線

の
復
興
工
事
途

中
で
砥
峰
高
原

か
ら
の
ア
ク
セ

ス
不
能
で
来
訪

者
は
極
端
に
少

な
い
状
況
で
す

が
平
成
２４
年
に

は
、
福
知
渓
谷

砥
峰
高
原
間
の

通
行
も
再
開
さ
れ
る
予
定
な
の
で
福

知
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
、
福
知
ふ
れ
あ

い
市
場
を
訪
れ
て
く
れ
る
都
市
部
の

人
々
と
の
交
流
を
深
め
、
災
害
以
前

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
を
夢
見

て
頑
張
っ
て
い
る
福
知
村
で
す
。

　
作
家
・
田
辺
聖
子
さ
ん
「
す
べ
っ

て
こ
ろ
ん
で
」
に
あ
る
清
流
が
巨
岩

を
噛
ん
で
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が

ら
流
れ
る
情
景
を
見
て
い
た
だ
け
る

の
も
間
近
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
福
知
村
づ
く
り
実
行
委
員
会
は
、

大
切
な
天
然
資
源
を
守
る
た
め
に
、

荒
廃
林
に
植
林
な
ど
を
行
い
、
景
観

保
護
、
災
害
予
防
に
貢
献
す
る
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
協
力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。


